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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・経過連絡表は1/11(水)9:00までに作成することとなっているが、作成が終わっていない人は、小嶋SGMへ必ず報告して下さい。

・表紙の提出について、11月、12月分を作った人は不要で、表紙が7月～10月の状態の人は作り直して1/16(月)までに作業を行い、小嶋SGMに報告すること。今後、疾患別診療計画書の作成と一緒に更新作業をし、印刷を行うこととなる。

・1/16(月)プログラムミーティングがあります。
・1/17(火)青陽館の防災訓練があります。

・体験利用予定者

　　　久保興介様～1/12(木)10：30～12：00

　　　笹目子誠様～1/18(水)14：00～

　　　大下伸治様～1/19(木)20(金)

①若松邦生様

病名：統合失調症

1/13退院。1/16（月）１日体験利用。昼食不要。

1/17～正式利用予定。
②竹洞聡様

病名：アルコール依存症

現在、B型「チョコクッキー」の利用申し込み中。

同施設正式利用までの約１ヶ月間デイケアを利用したいとのこと。体験利用or見学をした後、即正式利用でOK。
③中川原義雄様

病名：双極性障害（躁うつ病）

1/22退院予定。1/16（月）13：30～SW付き添いで

見学・体験利用予定。その後正式利用の予定。ラピア周辺に住んでおり、バスで来所。物事に慣れるまで時間を要し、環境の変化から躁転しやすい。バス停まで迎えにいってまずは対応というSWからのアドバイスがある。
・雪の除雪作業範囲の確認を行っている。（青陽館と青山荘間の道路、保育園側の坂側から下方面、青山荘の脇から朱夏さん方面、職員駐車場方面の坂道）

冬期間は、利用者様が安全に通所できるよう協力して業務を行っていきましょう。また、職員も通っている道です、近隣の方々に協力していきましょう。

＜利用者様情報＞

デイケア
・古舘　ヨリ様～11：00頃、洗濯機前の床に座り込んでいる。洗濯物を持ったままぼんやりとしているため、スタッフが体調を確認する。数秒してから「大丈夫だよ」と答えるが、すぐに「測っちゃだめ？」と質問をしている。血糖ですかと確認をすると「うん」と返答する。ふらつきがあり、血糖測定をしたくなったとのこと。朝食について白米120ｇ、鮭半身のみであったと報告しているが、飴を食べたと話している。スタッフと低血糖の症状について振り返ると「低血糖じゃない」と認識することができている。以前から血糖測定について気にしていることが多いが、本日は床に座り込むなど以前は見られなかった行動があり、精神状態の変化に注意をしていく。

・下苧坪康一郎様～本人より就労を目指したいと希望があり。本日からデイケアでのプログラムを再発予防グループから就労支援グループへ変更している。感想を尋ねるなど、様子について観察を行っていく。

・鈴木　惇浩様～前日仕事について相談があると来所しているが、担当スタッフが不在であった為、本日再度来所している。梅の剪定について不安感が増していると情報があったが、スタッフへ「考えても分からないこともあるので、剪定があった時は職場のスタッフに聞きながらやってみます。頑張ってみようと思います。」と自分で考えた対処方法について話している。自分で対処方法を考えた点を評価している。明日モニタリングがあるとのことで少し不安だと話す。何が不安か尋ねると、職場からの自分の評価や自分が不安を話すことが職場へマイナスのイメージで伝わるのではないかと話している。自分の評価については特定相談員へ確認できること、不安がマイナスのイメージとして伝わらないことを話すと安心している。今後も悩みや相談がある際は電話連絡や来所してほしいことを伝えると「はい」と返答している。

・久保　興介様～本日体験利用をしている。プログラムに参加しないか声掛けを行うと「今日は挨拶だけするつもりだったので」と断っている。レクダンスについて「リズムが…」とそわそわしている様子があり、見学だけでも良いことを伝えると応じている。

　　　　　　　　以前デイケアを利用しており、対人関係技能の向上を目的として利用していたが、環境が合わないとのことで利用を中断している経緯がある。また、病状悪化時には危険物を探すことや、暴力行為に至りそうになるという経緯もある。今回の体験利用時に上記様子は見られていないが、病状変化や危険行為には注意を行う必要がある。次回体験利用時にスタッフとデイケア利用目的の確認を行い、正式利用開始に向けた検討を行っていく。

デイナイトケア

・倉橋　生子様～前日の夕方は不機嫌さがあり、スタッフについて不満を話し夕食を不食し、大声で放歌をしている。青風荘に帰荘後も不機嫌さは継続しており、スタッフの不満を話している。本日は不機嫌さはないが、来所後から多弁さ、放歌がみられている。引き続き精神状態について観察を行っていく。

・岩城　敏夫様～前日ロッカーの鍵を紛失しているが、靴下の中にあったと報告がある。

・鈴木真知子様～青風荘より情報提供があり。帰荘後、家族（長姉）へ電話をしているが「携帯電話の番号を教えて」「お金ないの？」など、強めの口調で話している。その後、日課を行わない様子がありスタッフが介入をしている。本日、デイナイトケアでは運動プログラムを途中で抜ける様子があり。外出や散歩については寒いからと話し、希望はない。小声での独語やフロアを徘徊しているため、精神状態の観察と所在確認を行っていく。

・稲垣　フキ様～前日書類へのサインへ拒否的な態度を示しており、説明や促しを行うが聞き入れられずにいる。他スタッフが介入し説明を繰り返し行うとサインをしている。「これに名前を書くとずっとここに居なきゃないと思っていた」と話し、サインの必要性について理解をするまでに時間を要している。青風荘からの情報提供では、帰荘後もサインについての不満を話しており、「無理矢理書かされた」と話したり、担当スタッフについて話したりしている。

ナイトケア

・鈴木　惇浩様～昨日、18：30頃急遽来所しており、担当スタッフとの面談を希望しているが、不在の為、別スタッフと面談を行っている。今週金曜日に青明舎にてモニタリングを行うとのことだが、仕事に行き詰まっていると話しており、詳細を質問。先日来所時に、担当スタッフと梅の剪定作業のトレーニングをしたが、その後同じ作業を行っておらず、今後同作業を行う際にどの枝を切るか迷ってしまうとのことで、作業が出来ない不安と仕事をしてても良いのかという不安があると話している。梅の剪定作業について、自分で図書館から本を借りて調べたがわからず、施設スタッフから注意されることはないが、どのように作業を進めればいいか担当スタッフと相談したいと希望している。

・下妻　康貴様～担当スタッフへ本人より「今朝から肛門に痛みがあるんだよね」と相談があり、詳細を質問している。出血は無く、身に覚えもないとのことで、何もしていなくても痛みがあるとのこと。温めて安静にしつつ、様子を見てみるよう伝え、変化がないようであれば病院受診をしてみるよう促している。その後入浴をしており、本人から「温めたら痛みが楽になった」との報告がある為、引き続き様子を見てみるよう伝えている。尚、上記内容は本人より恥ずかしさの訴えがあった為、特定スタッフのみで対応を行う。

＜外来情報＞

・船場　孝子　様～腰の痛みを訴えており、ナパゲルン軟膏が処方されている。

・中居　美津子様～特定利用者（八木橋牧雄様）にストーカーされていると話している。






















